








































































































































































種類 内容の例示 備考 
言語 小説、論文、脚本、詩歌、俳句、講演 漫画 
音楽 楽曲、歌詞 楽譜 
舞踊・無言劇 ダンス、バレエ、日本舞踊、舞踏、パントマイム 振付 
美術 絵画、彫刻、書、イラスト、版画、美術工芸品 漫画 
建築 建物、塔、橋・ダムなどの建造物、庭園 建築物の外観 
図形 地図、学術的な図面、図表、模型 建築設計図面 
映画 劇場用映画、テレビドラマ、ビデオ（動画）作品 ＴＶ番組・ゲーム 





































































































































































引用の実例 『ミセス』の時代 江刺昭子著 現代書館より
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まんがの引用
コマ割りはまんがの重要な要素
＜引用が認められなかった例＞
• コマの一つを移動させて、
著作権侵害
• 同一性保持権の侵害
『新・ゴーマニズム宣言』
小林よしのり／小学館（上）
ＶＳ
『脱ゴーマニズム宣言 小林
よしのりの「慰安婦」問題』
上杉聰／東方出版（下）
東京高裁 2000.4.25
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論文の出所明示
１．著作者の姓名 ２．著作の表題（及び副題）
３．著書・雑誌・論文集・ｳｪﾌﾞｻｲﾄ等の表題
４．版・巻数・号数 ５．刊行（発表）年月
６．引用箇所が載っているページ数
※書籍の場合は発行地、発行者（社）名
表示する場所
①該当箇所（直後、文節の後） →②章末 →③巻末
35
海外著作物の引用
• 国内と同様に、公表されたものは適法
引用できる
• 原文の引用、翻訳して引用どちらも可
• 出所明示はルールに従い、原語で！
• 翻訳書・雑誌からの引用も可だが、出
所明示は、原書原著作者名と翻訳者
名を併記
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要約しての引用は？
• 他人の著作物を要約して引用することは、
原則として、適法引用にはならない ×
• 旧著作権法では「正当の範囲内において
節録引用すること」は、できるとされていた
・勝手な変形（翻案）になってしまう
＜ガイドライン＞
１００字以内程度の、概要紹介（抄録）は許容
自分なりの理解、表現でまとめる
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研究活動における不正行為への対応等に
関するガイドラインより 文科省
研究活動における不正行為とは、研究者倫理に
背馳（はいち）し、（一部略）その本質ないし本来の
趣旨を歪（ゆが）め、科学コミュニティの正常な科
学的コミュニケーションを妨げる行為にほかなら
ない。具体的には、得られたデータや結果の捏
造（ねつぞう）、改ざん、及び他者の研究成果等
の盗用が、不正行為に該当する。
平成２６年８月２ ６日文部科学大臣決定 ４ページ
38
図表の著作権
•研究者の成果がまとめられてい
れば著作物
•その数値、事実の選択・配列に
創作性があるか？
•単なる事実、データを並べただけ
に過ぎない図表の場合
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信州大著作権侵害訴訟判決
• 自著からリニアモーターの図・表が盗用された
と名誉教授が学長の著書を訴えた
• 裁判所判断「学術的な図面や図表は著作権の
対象になるが、原告の著書の内容は、リニア
モーターの基本的な構造や性質を説明するも
ので、創作性があるものとして著作権の保護
の対象となることはない」
（2013年２月１５日 長野地裁 請求棄却）
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資料の著作物判断とリスペクト
●著作物性の存在の有無が判断困難と思うとき、著作
権を心配するのと同時に、「他者の労作」として意識す
ることが大切。それが「リスペクト」（⇒労作への敬意）
★著作物とは思えない事象を扱った表現は
そのまま（＝改変せずに）使っても
⇒心配ならば、自分なりの工夫・改変を加えて、自分の労作にする
構わない
（＝著作権侵害で訴えることができるような権利存在が
見当たらない）
だが、…… ⇒（次画面へ）
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（コピペして）自分が作成した
執筆・表現者のように装うのは
いかがなものか？
●そこで、「引用」のルールを踏襲して出典先を
明示することで、他者の労を認め、世にも紹介
するという配慮（安全策）をほどこす！
●ならば、大問題にはならないだろう！
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著作権法で点検
第３５条 （学校その他の教育機関における複製）
学校その他の教育機関（営利を目的として設置
されているものを除く。）において教育を担任す
る者及び授業を受ける者は、その授業の過程
における使用に供することを目的とする場合に
は、必要と認められる限度において、公表され
た著作物を複製することができる。ただし、当該
著作物の種類及び用途並びにその複製の部数
及び態様に照らし著作権者の利益を不当に害
することとなる場合は、この限りでない。
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第３５条２項
公表された著作物については、前項の教育機関における
授業の過程において、当該授業を直接受ける者に対して
当該著作物をその原作品若しくは複製物を提供し、若しく
は提示して利用する場合又は当該著作物を第38条第１項
の規定により上演し、演奏し、上映し、若しくは口述して利
用する場合には、当該授業が行われる場所以外の場所
において当該授業を同時に受ける者に対して公衆送信（
自動公衆送信の場合にあっては、送信可能化を含む。）を
行うことができる。ただし、当該著作物の種類及び用途並
びに当該公衆送信の態様に照らし著作権者の利益を不
当に害することとなる場合は、この限りでない。
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ご清聴ありがとうございました
• 配布資料の画像を、コピー・スキャンをして。
ネットへのアップロード、配信をあなた自身が
行うことは、お止めください。
• 前２ページの著作権法35条のとおり「複製」まではＯＫだが、
ネット上での利用（公衆送信）は、制限範囲外となります。
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